
①バイオプランと化学療法剤との併用

　ヒト乳がん細胞（ＭＣＦ－７）を種々の濃度のバイオブラン及び化学療法剤ダウノルビシン（Ｄ

　ＮＲ）の存在下３日間培養し、ＭＣ Ｆ－７細胞数を５０％減少させるＤＮＲの濃度（I C5o）を

　求めました。ＤＮＲはＭＣ Ｆ－７細胞の生存を濃度依存的に抑制し、I C5oは１μＭでしたが、

　ＭＣＦ－７細胞をバイオブラン及びＤＮＲと共培養すると、ＭＣ Ｆ－７細胞に対するＤＮＲのI

　C5oは有意に低下しました（Ｉ Ｃ５ｏ：０．２μＭ）。
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バイオプランによるDNRのMCF-7細胞への感受性の変化
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